
資料編：三重県内の外国人住民の状況について 

 

 令和５年 12 月末現在の三重県の外国人住民数は 62,561 人で、前年より 5,282 人（9.2％）増加し、

過去最多を更新しました。外国人住民数は、令和２年から２年続けて減少していましたが、令和４年以

降は増加しています。なお、平成元年（10,441 人）と比較すると 5.99 倍になっており、10年前（平成

25 年 41,221 人）と比較すると 1.52 倍になっています。 

県内総人口に占める外国人住民の割合は、前年（3.23％）より 0.33 ポイント増加して 3.56％となり

ました。 

＜参考＞ 

総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（令和５年１月１日現在 ）」によると、本

県の総人口に占める外国人の割合は、3.23％と全国の都道府県で４番目に高い状況です。 

 

１．国籍・地域別内訳 

本県の外国人住民数を国籍・地域別にみると、ブラジルが 13,241 人で全体の 21.2％を占め、以下

ベトナム、フィリピン、中国、韓国と続いており、上位５か国で全体の約 70％を占めています。な

お、国籍の数は、115（前年 114）でした。 

ブラジルは、近年微増減を繰り返しており、令和５年は前年比 1.4％増の 13,241 人となりました。 

ベトナムは、平成 23 年から 13年連続で増加しており、令和 5年は前年比 18.3％増の 12,639 人とな

りました。 

フィリピンは、平成 25年以降増加傾向にあり、令和２年には減少したものの、令和３年以降は増加

に転じ、令和５年は前年比 6.1％増の 8,197 人となりました。 

 中国は、近年減少傾向であるものの、令和５年は前年比 3.4％増の 6,248 人となりました。 

 韓国は、毎年減少を続けており、令和５年は前年比 3.1％減の 3,761 人となりました。 

なお、最も増加数が多かったのは、ベトナムの 1,956 人、次いでインドネシアの 835 人でした。 

 

順位 国籍・地域 外国人住民数 構成比 増減数 増減率 

１ ブラジル 13,241 人 21.2% 180 人 1.4% 

２ ベトナム 12,639 人 20.2% 1,956 人 18.3% 

３ フィリピン 8,197 人 13.1% 474 人 6.1% 

４ 中国 6,248 人 10.0% 208 人 3.4% 

５ 韓国 3,761 人 6.0% -121 人 -3.1% 

６ インドネシア 3,365 人 5.4% 835 人 33.0% 

７ ペルー 3,194 人 5.1% 50 人 1.6% 

８ ネパール 2,615 人 4.2% 405 人 18.3% 

９ タイ 1,888 人 3.0% 171 人 10.0% 

10 スリランカ 1,316 人 2.1% 346 人 35.7% 

その他 6,097人 9.7% 778 人 14.6% 

三重県計 62,561人 100% 5,282 人 9.2% 

（注）平成 28 年より法務省の統計基準に合わせ、中国と台湾、韓国と朝鮮は別々に集計を行っています。 



国籍・地域別上位５か国の外国人住民数が多い市町は次のとおりです。（ ）内の数値は、三重県内

の同国籍・地域の外国人住民数全体に占める割合です。 

国籍・地域 第１位 第２位 第３位 

ブラジル 

13,241 人 

鈴鹿市   3,265 人 

(24.7%) 

四日市市   2,387 人 

    (18.0%) 

津市    2,256 人 

(17.0%) 

ベトナム 

12,639 人 

四日市市  2,058 人 

(16.3%) 

桑名市     1,895 人 

(15.0%) 

津市      1,697 人 

(13.4%) 

フィリピン 

8,197 人 

松阪市    2,610 人 

(31.8%) 

津市    1,784 人 

(21.8%) 

四日市市    956 人 

(11.7%) 

中国 

6,248 人 

四日市市  1,322 人 

(21.2%) 

津市     1,263 人 

(20.2%) 

鈴鹿市      866 人 

(13.9%) 

韓国 

3,761 人 

四日市市  1,286 人 

(34.2%) 

桑名市    518 人 

(13.8%) 

鈴鹿市       455 人 

(12.1%) 

 

２．市町別内訳 

外国人住民数の上位 10市町は以下のとおりです。上位 10 市町で全体の約 90％を占めています。 

順位 市町名 外国人住民数 構成比 増減数 増減率 

１ 四日市市 11,983 人 19.2% 773 人 6.9% 

２ 津市 10,339 人 16.5% 895 人 9.5% 

３ 鈴鹿市 9,784 人 15.6% 718 人 7.9% 

４ 伊賀市 5,970 人 9.5% 356 人 6.3% 

５ 桑名市 5,746 人 9.2% 700 人 13.9% 

６ 松阪市 5,111 人 8.2% 436 人 9.3% 

７ 亀山市 2,391 人 3.8% 158 人 7.1% 

８ いなべ市 2,363 人 3.8% 197 人 9.1% 

９ 伊勢市 1,302 人 2.1% 157 人 13.7% 

10 菰野町 1,180 人 1.9% 79 人 7.2% 

 

 

外国人住民数の上位５市町における住民数の多い国籍・地域は、次のとおりです。（ ）内の数値

は、同市町内の外国人住民全体に占める割合です。 

市町名 第１位 第２位 第３位 

四日市市 ブラジル  2,387 人 ベトナム  2,058 人 中国    1,322 人 

11,983 人 (19.9%) (17.2%) (11.0%) 

津市 ブラジル  2,256 人 フィリピン 1,784 人 ベトナム  1,697 人 

10,339 人 (21.8%) (17.3%) (16.4%) 

鈴鹿市 ブラジル  3,265 人 ペルー   1,254 人 ベトナム   982 人 

9,784 人 (33.4%) (12.8%) (10.0%) 

伊賀市 ブラジル  1,964 人 ベトナム  1,529 人 フィリピン  477 人 

5,970 人 (32.9%) (25.6%) (8.0%) 

桑名市 ベトナム  1,895 人 ブラジル   976 人 フィリピン  530 人 

5,746 人 (33.0%) (17.0%) (9.2%) 

 

 

 

 



３．市町別外国人住民の割合 

総人口に占める外国人住民数の割合が高い上位 10市町は、次のとおりです。前年より四日市市と桑

名市の順位が入れ替わりました。 

順位 市町名 外国人の割合 外国人住民数 日本人住民数 

１ 木曽岬町 10.42% 619 人  5,320 人  

２ 伊賀市 6.95% 5,970 人  79,984 人  

３ いなべ市 5.29% 2,363 人  42,323 人  

４ 鈴鹿市 5.00% 9,784 人  185,820 人  

５ 亀山市 4.85% 2,391 人  46,907 人  

６ 川越町 4.54% 710 人  14,933 人  

７ 桑名市 4.13% 5,746 人  133,217 人  

８ 四日市市 3.89% 11,983 人  295,842 人  

９ 津市 3.82% 10,339 人  260,661 人  

10 松阪市 3.25% 5,111 人  152,205 人  

三重県計 3.56% 62,561 人 1,696,357 人 

４．外国人住民数の推移               （注）指数は平成元年を 100 として計算しています。 

年 外国人住民数 増減数 増減率 指数 

平成元年 10,441 人 － － 100  

平成２年 11,988 人 1,547 人 14.8% 115  

平成３年 15,617 人 3,629 人 30.3% 150  

平成４年 17,988 人 2,371 人 15.2% 172  

平成５年 18,688 人 700 人 3.9% 179  

平成６年 19,313 人 625 人 3.3% 185  

平成７年 20,566 人 1,253 人 6.5% 197  

平成８年 23,926 人 3,360 人 16.3% 229  

平成９年 26,856 人 2,930 人 12.2% 257  

平成 10 年 28,203 人 1,347 人 5.0% 270  

平成 11 年 29,199 人 996 人 3.5% 280  

平成 12 年 32,457 人 3,258 人 11.2% 311  

平成 13 年 35,524 人 3,067 人 9.4% 340  

平成 14 年 36,988 人 1,464 人 4.1% 354  

平成 15 年 39,838 人 2,850 人 7.7% 382  

平成 16 年 43,621 人 3,783 人 9.5% 418  

平成 17 年 47,551 人 3,930 人 9.0% 455  

平成 18 年 49,304 人 1,753 人 3.7% 472  

平成 19 年 51,638 人 2,334 人 4.7% 495  

平成 20 年 53,082 人 1,444 人 2.8% 508  

平成 21 年 49,076 人 -4,006 人 -7.5% 470  

平成 22 年 46,817 人 -2,259 人 -4.6% 448  

平成 23 年 45,547 人 -1,270 人 -2.7% 436  

平成 24 年 41,811 人 -3,736 人 -8.2% 400  

平成 25 年 41,221 人 -590 人 -1.4% 395  

平成 26 年 41,251 人 30 人 0.1% 395  

平成 27 年 41,625 人 374 人 0.9% 399  

平成 28 年 43,445 人 1,820 人 4.4% 416  

平成 29 年 47,665 人 4,220 人 9.7% 457  

平成 30 年 50,612 人 2,947 人 6.2% 485  

令和元年 55,208 人 4,596 人 9.1% 529  

令和２年 54,854 人 -354 人 -0.6% 525  

令和３年 53,042 人 -1,812 人 -3.3% 508  

令和４年 57,279 人 4,237 人 8.0% 549 

令和５年    62,561 人 5,282 人 9.2% 599 



 

（注）平成 28 年より法務省の統計基準に合わせ、中国と台湾、韓国と朝鮮は別々に集計を行っていま

す。 

各年 12 月 31 日現在 

年
外国人
住民総数

ブラジル ベトナム フィリピン
中国

(台湾を含む)
中国 韓国又は朝鮮 韓国

平成元年 10,441 521 0 459 581 8,256
平成５年 18,688 6,320 15 748 1,257 8,151
平成10年 28,203 13,248 347 1,157 1,748 7,492
平成11年 29,199 13,611 311 1,322 2,042 7,352
平成12年 32,457 15,574 416 1,635 2,425 7,182
平成13年 35,524 16,882 561 1,967 2,884 7,086
平成14年 36,988 17,064 774 2,202 3,413 6,933
平成15年 39,838 17,984 1,051 2,726 4,167 6,681
平成16年 43,621 19,095 970 3,645 5,270 6,602
平成17年 47,551 20,659 1,011 4,249 6,562 6,411
平成18年 49,304 20,801 921 4,414 7,891 6,363
平成19年 51,638 21,338 978 4,764 9,019 6,205
平成20年 53,082 21,487 1,083 5,094 9,993 6,095
平成21年 49,076 18,461 948 5,091 9,733 5,981
平成22年 46,817 16,651 914 5,443 9,588 5,789
平成23年 45,547 15,232 1,053 5,375 9,553 5,584
平成24年 41,811 12,674 1,174 5,289 9,354 5,360
平成25年 41,221 12,002 1,333 5,646 9,015 5,195
平成26年 41,251 11,505 1,782 5,890 8,731 5,103
平成27年 41,625 11,133 2,509 6,000 8,216 4,954
平成28年 43,445 11,578 3,293 6,155 7,717 4,490
平成29年 47,665 12,993 4,332 6,554 7,734 4,436
平成30年 50,612 12,879 5,960 6,904 7,938 4,413
令和元年 55,208 13,300 8,310 7,315 8,277 4,309
令和２年 54,854 13,219 9,156 7,266 7,390 4,128
令和３年 53,042 12,897 9,390 7,267 6,306 3,973
令和４年 57,279 13,061 10,683 7,723 6,040 3,882
令和５年 62,561 13,241 12,639 8,197 6,248 3,761

（単位：人) 


